




























場（village green）［訳注村の中心にある St Margaret’s Churchの前にある
草地で、現在もここで祭りなどが催される。］から200ヤード圏内にある方々
の厩舎の馬方たちが、すでに馬への餌やりを済ませ、ブラシをかけ、装具を
A Song for Every Season（５）
潟　山　健　一
〈翻訳〉












































訳注＊１民謡「歓喜の極み／水夫と恋人（Pleasant and Delightful/A 



















たれ、感謝の思い溢るる人々よ、来たれ）［Come, Ye Thankful 
People, Come］」の一節。Henry Alford（1844）作。























































































後、「鋤引きを後押ししてくださった神様に感謝を（God speed the 
plough［訳注農夫たち定番の乾杯の発声。同名の hornpipe は現在もイング
ランドで広く演奏されている。］）」、「鋤の刃を錆び付かせぬよう、いつまで




























物だ（Cocks and hens upon the midden and, by crites［訳
注＝ Christ］, she’s a good ‘un［訳注＝ nun］．）」と叫びました。するとす
ぐさま飲み物が皆に行き渡り、収獲を祝う宴の始まりです。そして、丸々と
した18ガロン樽、キルダキン（kilderkin）［訳注＝ half a barrel。オランダ
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来年も豊作でありますようにって祈るのさ。」＊３
訳注＊３Copper family が 代 々 歌 い 継 ぐ「若 き 相 棒（Two Young 
Brethren）」の一節。汗水垂らして懸命に働く「羊飼い（tender 
of sheep）」と「農夫（planter of corn）」という組み合わせは『創
世記』第３章19節の‘In the sweat of thy face shalt thou eat 
bread’や同第４章２節の‘And Abel was a keeper of sheep 
but Cain was a tiller of the ground’などを下敷きにしたもの
と 思 わ れ る（The Copper Family, Song Book: A Living 







Station）［訳注現在の Brighton Station から南東へ約１マイルほどの位
置に1971年まであった駅。Rottingdeanからは西へ３マイル。］へ向かっ
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‘relope’であるが、Bob Copper の祖父 James が1920年代前半
にうろ覚えで書き記した際には‘alope’となっており、何れも正
151A Song for Every Season（５）
確な意味はわかっていない。狩猟の用語としても一般的なものでは
ないようで、目下の Copper family の解釈では‘elope’に近い
意味合いであろうとのこと。
しかしながら、「高名な紳士たち（gentlemen of high renown）［訳注この


























152 A Song for Every Season（５）
父はウサギ捕りが大好きでしたし、鳥の捕獲も名人級でしたから、１時間か
２時間そこらあれば、「ウサギや鳥（flick or feather）［訳注 flick ＝ fleck



































































































































































































































































































































































　今回も変わらず Copper family の面々、就中 Jon Dudley 氏には細かな
描写やこの地方特有の事柄など多くの点についてご教示いただいた。記して
感謝申し上げる。
